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　緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは、緑化推進運動の実施について、顕著な功績のあった個人又は団体に対し、内閣総
理大臣が決定し、表彰を行うものです。
　令和４年は13の個人・団体が受賞されました。受賞者の方々をご紹介します。
　過去の受賞者については林野庁ウェブサイトをご覧ください。

https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html

堀田氏は、昭和35年から家業の農業のほか、林業用種苗の生産に従事し、
①　最盛期には山口県下各地に年間30万本の苗木を出荷するなどし、高度成長期において荒廃した県土の緑化に大
　いに貢献したこと
②　林業用苗木の計画生産や円滑な需給調整等の中心的役割を担うなど、長年にわたり同県の造林事業を支えてき
　たこと
③　少花粉スギの母樹林の造成やコンテナ苗の生産に取り組むなど、新たな品種・技術の普及に取り組んできたこと
　などが評価され、受賞されました。

令和４年緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰

堀田 稔氏

受賞者紹介

https://www.contactus.maff.go.jp/rinya/form/kouhou/202205.html

webアンケートにご協力をお願いします！

じゅもく さいしゅけん


